
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
八
号
 
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
日

叡
山
文
庫
蔵

『降
魔
大
師
縁
起
』

翻
刻
と
解
題

畑

中

智

子

、

は

じ

め

に

 
第
十

八
代
天
台
座
主
慈
恵

大
僧

正
良
源
は
、
比
叡

山
を
繁
栄

に
導
き
、
中
興

の
祖
と

い
わ
れ
る
人
物
で
あ

る
。
良
源
は
寂
後
ま
も
な
く
よ
り

信
仰

の
対
象
と
な
り
、
慈
恵

大
師

・
元
三
大
師

・
降
魔
大
師
な
ど
と
称

さ
れ
、
中
世
期

か
ら
近
世
期
に
か
け
て
多
く

の
画
像
や
護
符
が
作
ら
れ

る
ま
で
に
な

っ
た
。

江
戸
期
成
立

の
良

源
伝

『
東
叡

山
寛
永
寺

元
三
大
師
縁
起
』

(胤
海
著
、
延
宝
八
年
、

一
六
八
〇
成
立
。

以
下

『
元
三
大
師

縁
起
』
)
に
は
、
比
叡
山
横
川
四
季
講
堂
と
上
野
寛
永
寺

に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
慈
恵
大
師

画
像

に

つ
い
て
、
そ

の
由
来
が
記
さ
れ

て

い
る
。
加
え

て
、
同
縁
起

に
は
、
慈
恵
大
師

画
像

に
関
す

る
、
次

の
記
述
が
あ

る
。

 
 

む
か
し
よ
り
図
画
せ
し
霊
像
あ
ま
た
侍

る
中

に
。
竹
林

の
影
像

は
。
眉
毛
を

五
采

の
内

に
ぬ
き
出
し
給

ふ
。

こ
の
御
ま
み
毛
。

が
ま

の
相

 
 

に

て
。
衆
魔
を
そ
れ
け

る
と
そ
。
さ
に
よ
り

こ
れ
を
降
魔

の
大
師

の
影
像
と

い
ひ
け
る
。
蔵
林

に
し
て
は
。

ほ
ろ
ほ
ろ
と
お

つ
る
木

の
葉

 
 

の
ち
り
く
る
を
。
あ
さ
ぎ
よ
め
す

る
人
な
き

に
。
を

の
つ

か
ら

は
ら

は
せ
た
ま
ふ
。

こ
れ
ぞ
今

に
。
木
葉

の
御
影
と
名
づ
け
け

る
。
降
魔

 
 

は
本
院
北
谷
。
木
葉

は
同
院
東

谷
。
蔵
林

の
旧
跡

に
今
安
置

し
た

て
ま

つ
れ
り
 
 
 
 
 

 
(続
天
台
宗
全
書
 
史
伝
2
、

二
四
九
頁
)

 

こ
の
記
述

か
ら
、
『
元
三
大
師
縁
起
』
成
立
時

に
は
、

「本
院
北
谷
」

の
竹
林
院

に
所
蔵
さ

れ
る

「降
魔

の
大
師
」
・
「同
院
東

谷
。
蔵
林

の
旧
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跡
」
に
安

置
さ
れ
る

「木
葉

の
御
影
」
と
呼
ば
れ

る
画
像
が
、
比
叡

山
に
存
在

し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

 
叡

山
文
庫

に
所
蔵
さ
れ

る

『
降
魔
大
師
縁
起
』

は
、

こ
れ
ら

の
内
、
比
叡
山
東
塔
北
谷
竹
林
院

に
伝

わ

っ
た
、
慈
恵
大
師
画
像

「降
魔

の
大

師
」

に
関
す
る
縁
起

で
あ
る
。
同
書

に
は
、
良
源

の
画
像

に
関
す
る
霊
験
談
が
記
さ
れ
て
お
り
、
近
世
期

に
お
け
る
説
話
や
慈
恵
大
師
信
仰

の

有

り
方
を
知

る
上

で
、
貴
重
な
資
料

と
考
え

る
。

し
か
し
、

同
書
に

っ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
村
山
修

一
氏
が
、
良

源
に
関
す
る
絵
巻

に

っ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バユ
 

て
語
る
中

で
、

一
部
触
れ
ら
れ

て
い
る
他

に
は
、
関
心
が
向
け
ら
れ
る

こ
と
が
な
く
、
今

な
お
未
翻
刻

の
状
態

に
あ
る
よ
う

で
あ

る
。

そ
こ
で

本
稿

で
は
、
同
書
に

つ
い
て
概
説

し
、
翻
刻

・
対
校
を
行
う
。
な

お
、
本
縁
起

の
成
立
や
内
容
に
関
す

る
検
討
に

っ
い
て
は
、
稿
を
後

に
譲

る
。

二
、
書
誌
と
本
文

の
概
略

 
『
降
魔
大
師
縁
起
』
は

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
伝
本
は
叡
山
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
る
写
本

の
み
で
、
巻

子
本
と
冊
子
本

の
二
本
が
現
存
す

魏
。

今
回
は
巻

子
本
㍉
冊
子
本
両
方

の
閲
覧

が
許
可
さ
れ
た
。
巻

子
本

に
は

「天
台
座
主

二
品
判
親
王
書
」
・
冊
子
本
に
は

「
天
台
座
主
二
品
親

王
書

」
と
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
と
も

に
、
天
台
座
主

二
品
親

王

(尭

延
)
書
写

の
本

で
あ

る
こ
と
が
知
れ

る
。

し
か
し
、
巻

子
本

で

は
、
押

印

の
あ
る

べ
き
と

こ
ろ
に

「判
」

と

の
み
記
さ
れ
、
押
印
を
欠
く
。
巻
子
本

の
記
述
か
ら
、
真
筆
本
に
は
押
印
が
あ

っ
た
と
推
測
で
き

る
。

巻
子
本

に
は
押

印
が
な
く
、
冊

子
本
に
も

又
、
押

印
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
、
現
存

の
両
書
は
真
筆

で
は
な
く
、
恐
ら
く
転
写
本
で
は

な

い
か
、
と
考
え

る
。
巻

子
本
を

A
、
冊
子
本

を

B
と
し

て
書
誌

の
概

略
を
次

に
示
す
。

 

A
、
写
本

 

一
軸

 
叡
山
文
庫

(請
求

番
号
 
奥

田
内
典

9
1

6
-

16
)

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【
外
題
】 

 

降
魔

大
師
縁
起
 

(打
付
書

・
外
題

の
下
に

「前
大
僧

正
尭
憲
記
」
と
あ
る
。
)

 
 
【
内
題
】
降
魔
大
師
縁
起

 
 
【
法
量
】
表
紙

28

・
0
×
21

・
5
糎
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表
紙
と
も
に
全

長
、

7

・
0
糎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5

 
 

【
蔵
書
印

】
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

B
、
写
本

 
一
冊

叡
山
文
庫

(請
求
番
号

無
動
寺
内
典

42
1

16
1

26
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1

 
 

【
外
題
】
降
魔
大
師
縁
起

(打
付
書
)

 
 

【
扉
題
】
降
魔
大
師
縁
記

 
 

【内

題
】
降
魔
大
師
縁
起

 
 

【
法
量
】

20

・
7

×
13

・
4
糎

 
 

【
綴
じ
方

】
袋
綴

 
 

【
丁
数
】
表
紙
を
除

い
て
、
全

十
六
丁

(扉
を
含
む
。
)

 
 

【
本
文
】
毎
半
丁
五
行

 
 

【
蔵
書
印

】

①
表
紙

・
扉
表

に
陽
刻

黒
長
方
印
 

「山
門
無

動
寺
蔵
」

(
鴇
糎

×
筍
糎
)

 
 
 
 
 
 
 
②
扉
裏

に
陽
刻
朱

正
方
印
 

 
 
 
「沙
門
真
超
」

(
侃
糎

×
侃
糎
)

 

A
本

・
B
本

の
本
文

(翻
刻
を
後
掲
)

は
、
数

ヶ
所
字
句
が
異
な

る
の
み
で
、
ほ
ぼ
同
文

で
あ

る
。
但
し
、

B
本

の
本
文
に
は
、
見
せ
消

で

字
句

の
訂
正
が
さ
れ
て
い
る
箇
所
や
、
小
字

で
字
句
が
挿

入
さ
れ

て
い
る
箇
所
、
振
り
仮
名
が
付
さ

れ
て

い
る
箇

所
が
見
え
、
校
訂
が
加
え
ら

れ

て
い
る
。

 
両
本

で
大
き
く
異
な

る
点

は
、
絵

の
有
無

に
関
す

る
記
述

で
あ

る
。
後
述
す

る
が
、

B
本

に
は

「住
吉
法
眼
具
慶
末
弟
、
長
谷
川
常

貞
図
」

と
奥
書
に
あ

る
。
加
え

て
、
本

文
中

に
も

「此
間
絵
あ
り
」
等
と
、
絵

の
位
置
が
明
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

B
本
自
体

に
絵

の
収

載

は
な

い
が
・

B
本

の
元
と
な

る

『
降
魔
大
師
縁
起
』
に
は
、
絵
が
収
載
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

そ
れ

に
対
し
・

A
本

に
は
・

 

叡
山
文
庫
蔵

『
降
魔
大
師
縁
起
』

翻
刻
と
解
題
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絵

に
関

す

る
奥

書

や

注

記

が

見

え
な

い
。

但

し
、
A
本

で
は

、
絵

の
挿

入

が

予
測

さ

れ

る
部
分

に
、
約

一
行

分

の
空
白

が

あ

る
。

当

該

部

分

は
、

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 
り 
 
 
 

後
掲

し
た
翻

刻

の

16

.
38

.
47

.
65

.
10

.
11
行

目

で
あ

り
、

A
本

の
空
白

部

分

は
、
概

ね

B
本

の
絵

に
関

す

る

注
記

と

一
致

す

る
。

し
か

し
、

28
行

目

の

み
は

、

B
本

に

「此

間

に
絵

あ

り
」

と
注

記

の
あ

る
箇

所

に
、

A
本

で
は
空

白

が

見

ら

れ
な

哩
。

な

お
、

18
行

目

の
空

白

に

つ
い
て

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ー

は
、

空

白

の
箇

所
が

内

容

と

奥
書

の
間

と

い
う

こ
と

も
あ

り
、
絵

が

入

る
所

で
あ

る
か

ら
空

白

に
な

っ
て

い
る

の
か
、
内

容

と
奥
書

を

区

別
す

る
為

の
空

白

で
あ

る

の
か
、

判

断

が

つ
き

に
く

い
。

 

さ

て
、

絵

に

関

す

る
記

述

が

A
本

に

は
な

く
、

B
本

に

の
み
存

在

す

る

の
は
何

故

か
。

ま

ず

、

A
本

と

B
本

が
、

異

な

る
本

を

元

に
書

写

し

た

可
能

性

が

示
唆

さ

れ

る
。

つ
ま

り
、

A
本

が

詞
書

の
み

で
構
成

さ

れ
た

本

を

、

B
本

が
絵

の
収
載

さ

れ

た
本

、

又

は
絵

に
関

す

る
注

記

の
あ

る
本

を
親

本

と

し

た

こ
と
が

考

え

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

し

か

し
、

A
本

が

B
本

と

親

本

を

同

じ
く

し
な

が

ら

も
、

絵

に
は

関

心
を

示
さ

ず

、

詞

書

の
み

の
書

写

を

目
指

し
た

可

能
性

も
否
定

で
き

な

い
。

 

又
、
A
本

と

B
本

に

お

い
て
、
絵

の
挿

入
が

予
測
さ

れ

る
位

置

が

、

一
部

不

一
致

で
あ

る
と

い
う

こ
と

は
、
何

を
意

味

す

る

の
だ

ろ
う

か

。

こ

れ

に

つ
い
て
は

、

詞
書

部

分

と
絵

画
部

分

が

別

々
に
制
作

さ

れ

、

詞
書

の
作

者

が

、
絵

の
挿

入
を

予

測

し

て
、

当

該

部

分

に
空

白

を

あ

け

た
、

と

い
う

こ
と

が
考

え

ら

れ

る
。

絵

画
部

分

が

完
成

し

て

い
な

か

っ
た

為

に
、

空

白

の
位

置

が
、

完
成

し
た

絵
巻

の
絵

の
位

置

と

一
致

し
な

か

っ

た

の
で

は
な

い

か
。

A
本

が

、

こ

の
よ
う

な
絵

巻

完
成

以
前

の
本

を
親

本

と

し

た

可
能

性

も
考

え

ら

れ

よ
う

か
。

 

以

上
、

A
本

・
B
本

の
相

違

点

に

関

し

て
、

諸

々
の
見
解

を

述

べ
た
。

し

か

し
、

現
時

点

で

は
、
伝

本

が

A
本

・
B
本

の

二
本

に

限
ら

れ

て

お
り

、

こ
れ

ら

の
問

題

に

つ
い
て
明

確
な

答

え

を

出
す

こ
と

は

で
き

な

い
。
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三
、
奥
書

の
検
討

A
本

・
B
本

の
奥

書

に

つ
い
て
、

検
討

す

る
。

両
書

の
奥

書

は
、

次

に

示
す

通

り

で
あ

る
。

な

お
、

先

に
も

述

べ

た
が

、

奥
書

1

に

つ
い
て



は
、

B
本

に

の
み
記
述
が
あ
る
。

 

1
住
吉
法
眼
具
慶
末
弟
、
長
谷
川
常
貞
図
。

 

2
右
縁
起

の
趣

ハ
、
先
達

の
か
た
り
伝

へ
し
と
て
、
最
順
已
講

口
説
也
。
最
順
は
、
重
順
直
弟
俗
姓

の
甥
に

て
、
平
生

そ

の
言
談

に
熟

せ
り
。

 
 
重

順

ハ
、
江
州
蒲
生
郡
古

川
村
木
村
氏
某
云

々
。

 

3
今

年
冬
十
月
、
最
珍
法
印
勧
発
に
よ
り
、
鄙
語
を

つ
㌧
り

一
巻

と
な
す
。
尭
憲
は
し
め
竹
林
院
兼
帯
住
職

三
十
年

に
お
よ

へ
り
。
芳
縁
く

 
 
ち
す
、
今
此
挙
に
あ

つ
か
る
。
願
は
く
は
、
此
功

に
ご
た

へ
て
、
慈
恵
鏡

(饒
力
、
畑
中
注
)
潤
冥
顕

の
利
益

に
預
ら
ん
事
を
。
穴
賢
。

 
 
宝
永

三
年
十
月
。
前
大
僧
正
尭
憲
。
降
魔

大
師
縁
起

一
巻
、
依
衆

望
満
禿
毫

畢
。

 

4
宝
永

四
年

二
月
三
日
。

天
台
座
主

二
品
判
親

王
書
。

(句
読
点
畑
中
)

 
奥
書

1
か
ら

は
、
『
降
魔
大
師
縁
起
』
に
は
絵

の
部
分
が
存
在

し
、
そ

の
絵

は
住
吉
派

の
絵
師

で
あ

る
、
住
吉
具
慶

の
末
弟
、
長
谷
川
常
貞

の

作

で
あ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

こ
の
事
に
関
連
し

て
、
『
降
魔

大
師
縁
起
』
成
立

よ
り
以
前

に
、
天
台
宗

の
高
僧
と
住
吉

派

の
絵
師
、
と

い
う
組

合

せ
で
縁
起
絵
巻

が
製
作
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ

れ
る
。

こ
れ
ら
に

っ
い
て
は
、
榊
原
悟
氏

に
研
究
が
あ
り
、
日
光
東
照
宮

の
縁
起

で
あ
る

『
東

照
宮
縁
起
』

(住
吉
如
慶

・
具
慶
画
、

延
宝
七
年
、

一
六
七
九
、

日
光

へ
奉
納
)
や
、
先
に
述

べ
た

『
元
三
大
師
縁
起
』

(住
吉
具
慶

画
、
延
宝

八
年
、

一
六
八
〇
成
立
)
、
『
元
三
大
師
縁
起
』
と

一
対
を
な
す

『
東
叡

山
開
山
慈
眼
大
師
縁
起
』

(住
吉
具
慶
画
、
延
宝

八
年
、

一
六
八
〇
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 る
 

立
)
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

又
、
氏
は
天
台
僧
と
住
吉
派

の
絵
師

と

の
関
係
に

つ
い
て
、
次

の
如

く
述

べ
る
。

 
 
 

即
ち
如
慶

以
来
、

天
台
門
徒

の
住
吉
家
は
、
妙
法
院
尭
然

(
一
六
〇

一
～
六

一
)
尭
恕

両
法
親
王
を
は
じ
め
と
し

て
、
天
海
、
青
蓮
院

 
 
尊

純
な
ど
、
主
に
天
台
系

の
高
僧

た
ち
と

の
親

し

い
交
流

と
そ

の
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ

と
に
よ

っ
て
、

活
動
基

盤

の
確
立
や

一
門

の
伸

長
を

 
 
図

っ
て
き
た
。

 
『
降
魔
大
師
縁
起
』
も
奥
書

に
よ
る
と
、
天
台
宗

の
高
僧

(前

大
僧

正
尭
憲
)
と
住
吉

派

の
絵
師

(長
谷
川
常
貞
)
に
よ

っ
て
製
作
さ

れ
た
と

 

叡
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あ
り
、
時
代

は
多

少
下
が

る
が
、
榊
原
氏

の
挙
げ
ら
れ
て

い
る
縁
起
絵
巻
と
、
同
じ
流
れ

の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
か
。

 
奥
書

2
に
は
、
『
降
魔
大
師
縁
起
』
の
内
容
が
、
先
達

の
語
り
伝

え
た
も

の
で
、
最
順

巳
講

の
口
説
、
と
あ

る
。
最
順
は
、
奥
書

に

「重
順
直

弟
俗
姓

の
甥

に
て
、
平
生
そ

の
言
談
に
熟
せ
り
。
」
と
あ
る
如
く
、
重
順

の
直
弟

子
で
血
縁
関
係
も
あ
り
、
普

段
か
ら
重
順

の
言
談

に
接

し
て
い

た

こ
と
が
知
れ

る
。

重
順

は
、
『
降
魔
大
師
縁
起
』
中

に
、
降
魔
大
師

の
霊
験
を
受

け
る
人
物
と
し
て
描

か
れ

て

い
る
。
奥
書
2

の
、
最
順
が
重

順

の
直
弟

子
で
あ
り
、
重
順

の
言
談

に
近
く
接
し

て
い
た
と

い
う
記
述
は
、
本
縁
起

の
内
容

に
信
緑
性
を
与
え
る
。
な

お
、
重
順
、
最
順

に

つ

い
て
は
、
『
東
塔

五
谷
堂
舎
並
各
坊
世
譜
』

(
天
台
宗
全
書
第

二
十
四
巻
、
天
台
宗
典
刊
行
会
編
、
第

一
書
房
、
昭
和

四
十
九
)
に
次

の
記
述
が

あ
る
。

 
 

竹
林
院
 
檀
那
流
名
室

 
 
第

一 

権
大
僧
都
法
印
重
順
。
亦
称
長
順
。
当
国
蒲
生

郡
人
。
青

木
氏
。

天
正
二
十
年
壬
辰
為
造
営
妙
見
堂
及

日
吉
三
宮

之
願
主
。

又
建

 
 

不
動
慈
光
善
光
三
坊
。
慶
長

十
二
年
丁
未
退
隠
紀
州
吹
上
。
便
建
立

}
寺
。
名
明
王
院
為
其
開
基
。

元
和

二
年

丙
辰
十
月
十

五
日
逝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(七
十
七
頁
)

 
 

不
動
院

 
 

第

一
世
第

二
世
並
称
明
王
院

 
 
 

一 

 

大
僧
 

 
順
。

元
和

二
年
丙
辰
十
月
十
五
日
逝
。

具
如
竹
林
院
記

 
 
 

一 
 

僧
正
 
川
。
当
国

"
生
 
 
川
人
 
膏
木
民
、
塑

。
為
北
嶺
行
者
葛
川
大
大
先
達
。
補
和
州
吉
野
山
学
頭
任
権
僧
正
。

 
 

正
保
元
年
甲
申
補
執
行
代

〈任
監
八
年
〉
。

同
四
年

丁
亥
九
月
瑠

会
調

師
。

延
宝

五
年
正
月
五
日
逝
。

寿
八
十
有

五
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(七
十
八
頁
)

 
右

の
記
述
で
は
、
奥
書

に

「木
村
氏
某
」
と
あ

る
重
順

の
氏
姓

に

つ
い
て
、

「青

木
氏
」

(網
か
け
部
)
と
あ

り
、

記
述

の
異
な

る
点
が
見
え

los



る
。

し
か
し
、
蒲
生
郡

(古
川
)
出
身

で
あ
る
こ
と
、
重
順
と
最

順
が
師
弟
関
係
に
あ

る
こ
と
、
最
順
が
已
講
と
呼
ば

れ
る
に
相
当
す
る
法
華

会

の
講
師
を
務
め

て
い
る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り

(傍
線

部
)
、
概

ね
本
縁
起
奥
書
を
裏
付

け
る
記
述

と
な

っ
て
い
る
。

 
奥
書

3

・
4
に
は
、
宝
永

三
年

(
一
七
〇
七
)
十

月
に
最

珍
が

発
起

し
、
尭
憲
が

『
降
魔
大

師
縁
起
』

一
巻

を
書

き
終
え
、

翌
宝
永

四
年

(
一
七
〇
八
)
に
天
台
座
主

二
品
親

王

(尭
延
)
が
書

写
し
た
、
と
あ

る
。
最
珍

に

っ
い
て
は
、
『
東
塔
五
谷
堂
舎
並
各
坊
世
譜
』
北
谷
蓮
華
院

の
項

に
、
次

の
記
述
が
見
え

る

 
 
第
六
世
大
僧
都
豪
玄
。
調

。 

州
"
生
郡
 
川
人
。
青
木
氏
。
劉

。
後
為
豪
珍
弟
子
。
天
和
三
年
癸
亥
入
院
。
元
禄
十
六

 
 

年
癸
未
七
月
任
大
僧
都
。
宝
永

三
年
丙
戌
移
住
阿
州
松
厳
寺
。
宝
永

四
年

丁
亥
八
月
十

日
於
阿
州
逝
 
 
 

 
 
 

 
 
 
(八
十
四
頁
)

 
右

の
記
述
に
よ
る
と
、
最
珍

は
重
順

・最
順
と
同
族

で
、
最
順

の
弟

子
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と

か
ら
、
『
降
魔
大
師
縁
起
』

に
語

ら
れ
る
逸
話
は
、
氏
姓
を
同
じ
く
し
、
師
弟
関
係

に
あ
る
、
重
順
か
ら
最
順

へ
、
最
順
か
ら
最
珍

へ
と
語
り
継

が
れ
た
逸
話

で
あ

っ
た
、

と
推

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

07

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1

測
で
き

る
。

 
次

に
、
尭
憲

に

っ
い
て
は
、
『
東
塔

五
谷
堂
舎

並
各
坊
世
譜
』

に
、

次

の
通
り

「竹
林
院
第
四
世
」
と
あ
る
。

 
 

(竹
林

院
)
第

四
 
探

題
大
僧

正

兀
憲
。
東
園
大
納
言
家
息
盛
憲
弟
子
。
初
住
大
佛
日
厳
院
。

明
暦

元
 

乙
未
 
住
当
坊
。

万
治

三
年
庚

 
 

子
兼
談

山
学
頭
。

同
四
年

甲
辰
任
権
僧
正
。
寛
文
十

一
年
辛
亥
六
月
擢
新
題
者
。
同
十
二
年
壬
子
転
為
僧
正
。

延
宝
八
年
庚

申
為
大
僧

正

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(七
十
七
頁
)

 
奥
書
3
に
は
、

「尭
憲
は
し
め
竹
林
院
兼
帯
住
職
三
十
年

に
お
よ

へ
り
。
」
と

い
う
記
述
が
見
え

る
。
右

記
述

の
傍
線
部

に
は

「明
暦
元
年
乙

未
兼
住
当
坊
。
」
と
あ
り
、
尭
憲
が
竹
林
院
第

四
世
に
就
任

し
た

の
は
、
明
暦

元
年

(
一
六
五
五
)

で
あ

る
こ
と
が
知
れ

る
。

又
、
『
東
塔
五
谷

堂
舎

並
各

坊
世
譜
』

に
よ
る
と
、
竹
林
院
第
五
世

は
貞
享

二
年

(
一
六
八
五
)

に
就
任
し
て

い
る

の
で
、
奥
書

の

「兼
帯
住
職
三
十
年
」
と

い

う
記
述
は
正
確
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
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以
上

の
検
討
か
ら
、
『
降
魔
大
師
縁
起
』
は
、
重
順
↓
最
順
↓
最
珍

と
伝
え
ら
れ
た
逸
話
を
、
尭
憲

が
竹
林
院
住
職
を
務
め
た
縁

で

一
巻

に
ま

と
め
た
、
と

い
う
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

 
さ
て
、
奥
書
4

に
名
前

の
見
え
る
、
本
縁
起
を
書
写
し
た
尭
延
は
、
第

一
八
九

・
一
九

一
・
一
九

三
代

天
台
座
主
を
務
め
た

人
物

で
あ

る
。

尭
延
に

つ
い
て
は
、
『
天
台
座
主
記
』

(渋
谷
慈
鎧
編
、
昭
和
四
十
六
、

五
四
三
頁
)

に

「霊
元
院
第

六
皇
子
、
母
管
中
納

言
局
庸

子

〈
五
條
大

納
言
為
庸

卿
女
号
少
将
内
侍
〉
、
尭
恕
親

王
弟

子
」
と
あ
る
。

こ
の
記
述

か
ら
、
尭
延
が
尭
怒

の
弟

子

で
あ
る

こ
と
が
わ
か

る
。

 
ち
な

み
に
、
先

に
述

べ
た
尭
憲
も
、
尭
延

の
師

で
あ
る
尭
恕

に
近
く
仕
え
て

い
た
。
発
恕

は

『
尭
恕
法
親

王
日
記
』
(妙

法
院
史
料
第

一
巻
～

三
巻
、
妙
法
院
史

研
究
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

五
十

一
～
五
十

三
)
を
残

し

て
お
り
、
そ

の
中

に
は
、

し
ば

し
ば

「尭
憲

」
・
「日
厳
院

(尭
憲

の
別
称
)
」
・
「玄

》
院

(同
)
」

の
名
が
見
え
、
尭
憲

と
尭
恕
が

公
私
と
も
に
親

し
く
接

し
て

い
た
様

子
が
知
れ

る
。

例
え
ば
、

両
者

の

親
交
を
示
す
も

の
と

し
て
、
修
学
院
離
宮

へ
の
遊
覧

に
同
行

し
た
記
事

、
尭
恕
と
尭
憲
が
花

の
散

る
様
を
見
て
、
共
に
詩
を
賦
す
と

い
う
記
事
、

黒
谷
居
氏

の
庭

の
牡
丹
鑑
賞

に
同
行
し
た
記
事
、
茸
狩
り
に
同
行
し
た
記
事
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
か
。

 

 

十

五

日
、

微

雨

、

下

山
、

直

二
修

学

院
離

宮

、

終

日
遊

覧

、
翻

・
房

純

僧

正

・
興
亨

安

・
村

友

佳

・
伊

宗

恕

・
尾

玄

真

・
井

養

伯

・

 
 
沢
玄
竹

・
最
仙
闇
梨
等
来
、
入
夜
帰
新
日
吉
房
、 

 

 

 

 

 

 

 

(寛
文
六
年
三
月
十
五

日
条
、
妙
法
院
史
料
第

一
巻
、

一
五
六
頁
)

 
 
廿
九
日
、
寺
前
之
花

翻

々
飛
、
干
時
予
与
濁

賦
、

三
月

尽
見
落
花
之

一
絶
、
詩
載
逸
堂
草
稿
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(寛
文
六
年
三
月
廿
九
日
条
、
妙
法
院
史
料
第

一
巻
、

一
五
七
頁
)

 
 
廿
五
日
、
副
蟹

・
祖
岸

禅
師
等
同
道

二
て
、
黒
谷
居
氏

可
入
と

云
者

ノ
庭

ノ
牡
丹

ヲ
見

ル
、

こ
の
者
当
世

ほ
た
ん

つ
く
り

の
名
誉

 
 
也
、 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(延
宝
七
年
三
月
廿
五
日
条
、
妙
法
院
史
料
第

二
巻
、

一
〇

三
頁
)

 
 
七

日
、
豊

国
山
た
け
か
り
、
玄

墨
院

・
祖
岸

・
法
国
寺
等
同
道

也
、
 

 

(元
禄

四
年
九
月
七
日
条
、
妙
法
院
史
料
第
三
巻
、

}
六
七
頁
)

 

以
上

の
通
り
、
尭
恕
と
尭

憲
は
ご
く
親

し

い
関
係

に
あ

っ
た
。
そ

の
よ
う
な
繋
が
り
か
ら

か
、
尭
憲
と
発
延
が
同
席

し
た
、
と

い
う
記
事
も
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『
尭

恕

法

親

王

日
記
』

に

は
見

え

る
。

次

に
、

そ

の

一
例

を

示
す
。

 
 
廿
六
日
、
親
宮
」
劉

論
義
始
、
調

院

・
日
厳
院

・
智
明
房

・
実
境
房

・
小
侍

従

・
卿
公

・
大
弐

・
本
行
房
等

也
、
講
師
金
剛
院
、

 
 
論
題

元
品
能
治
、

(下
略
) 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

(
元
禄
六
年
正
月

二
十
六
日
条
、
妙
法
院
史
料
第

三
巻
、

二
三
八
頁
)

 
 
四
日
、
於
本
房
有

論
義
、
解
塵
得
道
、
講
師
小
侍
従
、
難
者

予
、
新

宮

・
玄

》
院
前
大
僧

正

・
日
厳
院

・
金
剛
院

・
智

明
房

・
実
境

坊

・

 
 
本
行
坊

・卿

公
、 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(元
禄
六
年
八
月
四
日
条
、
妙
法
院
史
料
第
三
巻

、

二
六

二
頁
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
括
弧
内

の
人
名
注
記

は
畑
中

が
付
し
た
。

 
な
お
、
『
尭
恕
法
親

王
日
記
』
に
は

「降
魔
大
師

に
詣

で
る
」
・
「降
魔

大
師

七
日
参
籠

を
行
う
」
な

ど
、
慈
恵
大
師
信
仰
に
関
わ

る
記
述
が
散

見
さ

れ
る
。

一
例
を
挙
げ

る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

 
 
八
日
、 

塔
1

谷
 
 
大
自
業
会
為
施
物
料
白
銀

五
百
両
令
寄
進
畢
、
予
依
有
所
願
也
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(寛
文
四
年
七
月
八
日
条
、
妙
法
院
史
料
第

一
巻
、

三
十
四
頁
)

 
 
三
日
、
北
谷
慈
恵
大
師
講
、
予
出
座
、
会
場
恵
光
坊
、

論
題
無
始
無
明
厚
薄
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(寛
文
五
年
九
月
三
日
条
、
妙
法
院
史
料
第

一
巻

、

一
四
〇
頁
)

 
 
十
七

日
、
従
今

日
降
 
大
自

七
日
参
詣
始
之
、
例
年
如
此
故
也
、

(以
下
略
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(寛
文
六
年

八
月
十
七
日
条
、
妙
法
院
史

料
第

一
巻
、

一
六
七
頁
)

 
 
廿
七

日
、
晴

天
、
登
山
、
卯
刻
出
門
登
不
動
坂
、
先
北

谷
降
 

大
師
参
詣
、

(以
下
略
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(貞
享
三
年

三
月
廿
七
日
条
、
妙
法
院
史
料
第

二
巻
、

五
〇
三
頁
)

 
 
三
日
、
登
山
、
寅
刻
出
門
、

(中
略
)
午
刻
蟹

剛
・
根
本
中
堂
等
参
詣
、
北
谷
紅
葉
最
中
也
、
竹
林
房

辺
歩
行
、
催
懐

旧
也
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(元
禄
二
年
十
月
三
日
条
、
妙
法
院
史
料
第
三
巻
、
八
十
九
頁
)

 

叡
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ハら
 

 

又
、

尭

恕

は
、

華

蔵

院

よ

り
伝

聞

し
た
良

源

に
関
す

る
逸
話

を

、

元
禄

四
年

(
一
六

九

一
)

七
月

十

七

日

の
日
記

に
書

き

と

め

て

い
る
。

こ

の
よ
う

に

『
尭

恕

法

親

王

日
記
』

か

ら

は
、

尭

怒

が
発

延

の
師

で
あ

り

、
尭

憲

と
親

し

か

っ
た

こ
と
、

尭

恕

が
降

魔

大
師

を
信

仰

し
、

良
源

に

関

心
を

も

っ
て

い
た

こ
と

が

知

れ

る
。

 
『
降
魔

大
師

縁

起

』
の
成

立

背
景

を

考

え

る
時

、
こ

の
時

代

に

お
け

る
縁

起
絵

巻

制

作

の
状

況
や

、
奥

書

に

見
え

る
人
物

、
彼

ら

を

と

り
ま

く

社

会

環
境

な

ど

つ
い
て
、

今

後
、

よ

り
詳
細

な

検

討

を
加

え

る

必
要

が

あ

ろ

う
。

四
、
内
 
 
容

叡
山
文
庫
蔵

『
降
魔
大
師
縁
起
』

の
内
容

は
、
奥
書

の
部
分
を
除
き
、
概

ね
次
に
示
し
た
五
段

に
分

け
ら
れ
る
。

①
比
叡

山
東
塔
北

谷
竹
林
院

の
降
魔
大
師

の
画
像
は
、
良
源
が
自
ら
描

い
た
折

に
、
画
像

か
ら

ひ
と
り
で
に
眉
毛

(
「降
魔

の
毛
」
)
が
生
え

 

る
と

い
う
霊
験

が
あ

り
、
「降
魔

大
師
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ

の
よ
う

に
霊
験
あ
ら
た
か
な
画
像

で
あ

る
為
、
今

に
至
る
ま

で

 
尊
崇

し
、
月
毎
に
各
房

へ
巡
ら
せ
て
、
順
次
に
執
事
し
、
供
養
申
し
上
げ

て

い
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
L
2
～

L
15
V

②
榜
厳
院

の
慈
恵
大
師
画
像
は
、
俗
諦
を
表
と
し
真
諦
を
裏
と
す
る
為
、
出
家

も
俗
人
も
参
詣
し
、
宝
前

は

い

つ
も
賑
わ

っ
て
い
る
。

一
方
、

 
北
谷

の
降
魔

大
師
画
像
は
、
真
諦
を
表
と

し
、
俗
諦
を
裏
と
す

る
為
、
学
道

の
志
が
あ
る
人

々
が
特

に
尊
崇

し
、
常

に
閑
静
な
様

子
で
奉

 
仕
さ

れ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
L
17
～

L
27
)

③

元
亀

の
法
難

(織

田
信
長

の
比
叡
山
焼
き
討
ち
)

に
よ
り
、
延
暦
寺

の
堂
舎
仏
閣
は
悉
く
灰
儘

に
帰

し
、
仏
像

・
経
巻

・
宗
門

の
記
録
も

 
地
方

へ
散
逸

し
た
。
寺

の
荒
廃

に
よ
り
、
山
住

み

の
僧
侶
も
な
く
、
比
叡
山

は
仏
道
修
行

の
場

で
は
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
L

29
～

L
46
)

④
降
魔
大
師

画
像
帰
山
に
関
す
る
霊
験
談
。
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a
慈

光
院

重

順

が

、

元
亀

の
法

難

よ

り
十

二
年
を
経

て
帰

山

し
、

房

跡

な

ど

を

再
興

し
た
。

し
か

し
、

降
魔

大
師

画
像

の
行

方

が

不
明

で

 

 

 
あ

り
、

常

に
恋

慕

の
思

い
で
過

し
て

い
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
L

48
～

L

53
)

 

 

b
あ

る
夜

、
重

順

は
大

師

よ
り

「肥
前

国

背
振

山

五
戒

房

と

い
う

僧

の
も

と

に

い

る
。
急

い
で
迎
え

に
来

る
よ
う

に
。
」
と

い
う

夢

告

を

受

 

 

 
け

る
。

し

か

し
、
中

々
下

向

出
来

ず

に
月

日
を

送

っ
て

い
た

。

す

る

と
、
大

師

は

再
度

夢

に
現

れ

て

「急

い
で
迎
え

に
来

る

よ
う

に
。
」
と

 

 

 

お
告
げ

に
な

っ
た
。

そ

こ
で
、

重
順

は
急
ぎ

肥
前

国

へ
と

出

発

し
た
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
L

53
～

L

64
)

 

 

c
重

順
が

肥
前

国

に

下
向

す

る
途

中
、

摂
津

国

冨

田
で
休

息
を

取

っ
た

と

こ
ろ
、

そ

こ
で
背
振

山

の
五
戒

房

と

出
会

っ
た
。

重

順

が
夢

告

 

 

 

に

つ
い
て
語

る
と
、

五
戒

房

は

京
都

巡

礼

の
折

に
、

書

店

で
降

魔

大

師

画
像

を

手

に
入

れ

た

こ
と
、

大

師

の
夢
告

を
得

て
、

比
叡

山

へ

 

 

 

戻
す

べ
く
画

像

を

背
負

い
、

上

京

し

て
き

た

こ
と
を
告

げ

る
。

そ

こ
で
、

共

に
帰

山

し
、

降

魔

大
師

画
像

を

不

動
院

へ
遷
座

し

た
。

後

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

に
房
舎

が

次

第

に

再
建

さ

れ

た

の
で
、
元

の
よ

う

に
、
各

房

へ
順

次

巡
ら

せ

た
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
L

66
～

0
)

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

1

 
⑤

あ

る
時
、

竹

林

院

の
稚
児

が

降

魔

大
師

画

像

の
眉
毛

を
払

い
落

し

て

し
ま

っ
た
。

執

事

の
僧

は
驚

き

、
御

眉
毛

を

取

り
厳

封

し
、

画

像

の

 

 
箱

の
中

に
納

め

て
お

い
た
が

、

い

つ
の
頃

か

紛
失

し
て

し
ま

っ
た
。

稚

児

が

画
像

の
眉

毛
を

払

い
落

と

し

て
よ

り
夢

告

が

あ

り
、

竹
林

院

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
ロ

 

 

に

は
画
像

が

巡

ら

な

く
な

っ
て
し

ま

っ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
L

O
～

1
)

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

1
 
 
 1↓

 

本

縁
起

で
は
、

先

ず

、
降

魔

大

師

画

像

の
由

来

と

画
像

に

対
す

る
信

仰

の
様

子

(①

・
②

)

に

つ
い
て
述

べ
る
。

そ

の
後
、

元
亀

の
法
難

に

よ

っ
て
、

肥
前

国

背

振

山

へ
散

失

し

て

い
た
降
魔

大

師

画
像

が

、

比
叡

山

に
帰

山

す

る

と

い
う

話
題

(③

・
④

)

が

続

き
、

最

後

に

画
像

に
関

す

る
後

日
談

(⑤

)

が

語

ら

れ
、

縁

起

は
閉

じ

る
。

中

で
も
、

本
縁

起

の
中

心

と

な

る
話

題

は
、

④

の
画
像

に

関
す

る
霊
験

談

で
、

よ

り
多

く

の
筆

が
費

や
さ

れ

て

い

る
。

内

容

に

関

し

て
の
詳
細

な

検
討

は
後

に
譲

る
が

、

本

稿

で
は
、

い
く

つ
か

の
気

に
掛

か

っ
た
点

に

つ
い

て
、

以

下

に
述

べ
る
。

 

冒

頭
話

題
①

に

は
、
降

魔

大

師

画

像

の
由

来

と
、

画
像

を
各

房

に

巡
ら

せ

て
供
養

し

た

こ
と

が

示
さ

れ

て

い
る
。

こ

の
画
像

に

っ
い

て
は
、

叡
山
文
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『
比
叡
山
堂
舎
僧
坊
記
』

(天
台
宗
全
書
第

二
十

四
巻
、
天
台
宗
典
刊
行
会
編
、
第

一
書
房
、
昭
和
四
十
九
)
北
谷
八
部

尾

の
項

に
、
次

の
記
述
が

あ
る
。

 
 

一
、
降
魔
大
師
 
慈
恵

大
師
也
。
御
自
筆
絵
像
画
影
之
後
降
魔
乏

眉
毛
自
生
。
依
之
奉

名
爾
。
当
尾
坊
中
限

一
箇

月
輪
番
奉
守
。
旦
夕
之

 
 
勤
行
。

日
供
。
夜
燈
。

毎
月
三
日
式

日
之
御
講
。

至
干
今
無
退
転
。

天
下
安
全
之
旨
奉
祈
者
也
。
往
古
者
尊
像
之
箱

賜
勅
符
。

毎
年
正
月

 
 
十
八
日
勅
会

之
八
講
有
之

〔由
申

伝
〕 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(
一
八
九

～

一
九
〇
頁
)

 
ま
ず
右

の
記
述

に
は

「御
自
筆
絵
像
画
影

之
後
降
魔
之
眉
毛
自
生
。
」
と
あ
り
、
よ
り
簡
略

で
は
あ
る
が
、
大
師

の
画
像

か
ら
降
魔

の
眉
が
ひ

と
り
で
に
生
え
た
と
い
う
、
本
縁
起
と
同

一
の
霊
験
談
が
示
さ
れ

て
い
る
。
次
に

「当
尾
坊
中
限

一
箇
月
輪
番
奉
守
。
」
以
下
に
は
、
降
魔
大
師

画
像
を
月
毎

に
輪

番
し
て
、
朝
に
夕

に
供
養
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
縁
起

の
記
述
と
対
応
す
る
。
『
比
叡

山
堂
舎
僧
坊
記
』
の
最
も
古

い
奥
書
に
は
、
寛
文

四
年

(
一
六
六
四
)
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
縁
起
成
立
以
前

よ
り
、

こ
の
よ
う
な
伝
承
が
あ

っ
た

こ
と
が
わ

か
る
。

又
、

こ
の
画
像

で
特

に
注
目
さ
れ

る
の
は

「降
魔

の
毛
」
と
称
さ
れ
る
眉
毛
で
あ
ろ
う
。
⑤

に
お

い
て
も
、
稚
児

が
画
像

か
ら
眉
を
払

い
落
と

し
た

為

に
、
竹
林
院

へ
画
像
が

巡
回
し
な

く
な

っ
た
、
と
あ
り
、
降
魔
大
師

に
と

っ
て
、
眉

は
特
別
な
意
味
を
持
ち
、
重
要
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ち
な

み
に
、
良
源

の
姿
を
描

い
た
護
符

は
数
種
類
摺
ら
れ

て

い
る
が
、

そ

の
中

に
、
片
方

の
眉
が
触
覚

の
よ
う

に
長
く
描

か
れ

て
い

る
も

の
が
あ
る
。
護

符

の
図
柄
に
描

か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
「降
魔

の
毛
」
と
称
さ

れ
る
特
別
な
眉
が
、
常

な
ら
ぬ
カ

の
象

徴

で
あ

っ
た

こ

と
が
窺
え
る
。

 
②

に
は
、
榜
厳
院

の
慈
恵
大
師
画
像
と
、
竹
林
院

の
画
像
が
対
比
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す

る
信
仰

の
あ
り
方

が
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
榜
厳

院

の
慈
恵
大
師
画
像

は
出
家
も
俗
人
も
参
詣
し
、
宝
前
は
常

に
賑
わ
う
が
、
竹
林

院

の
画
像

は
学
道

を
志
す
人
物

が
参
詣

し
、
奉

仕
も
微
音
で

静
か
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
、
と
あ
る
。

同
じ
慈
恵
大
師
良
源
を
描

い
た
画
像

で
あ

り
な
が
ら
、
信
仰
を
捧
げ

る
人

々
や
信
仰

の
あ

り
方

に
差
異
が
み
ら
れ
、
興
味
深

い
。

な
お
、
例
え
ば

『
江
戸
名
所
図
絵
』

に
は
、
上
野
寛
永
寺

に
伝
わ
る
画
像

に
対
す

る
信
仰

の
様
子
が
記
述
さ
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に
ぎ
や
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 へ 
り

れ

て
い
る
が
、

「熱
岡

の
中
最
も
首
な
る

べ
し
」
と
あ
り
、
榜
厳
院

の
慈
恵
大
師

画
像

に
対
す

る
信
仰

の
あ
り
方

に
近

い
よ
う

で
あ

る
。
今
後
、

慈
恵
大
師
信
仰

の
あ
り
方

に

つ
い
て
の
全
貌
を
知
る
た
め

に
は
、
『
降
魔
大
師
縁
起
』

な
ど
も
含
め
た
網
羅
的
な
研
究

が
必
要

で
あ

ろ
う
。

 
④

は
肥
前
国
背
振
山

へ
散
失
し

て
い
た
降
魔

大
師
画
像
が
、

比
叡
山
に
帰
山
す

る
と

い
う
話
題
で
、
降
魔
大
師

の
夢
告
に
よ
る
霊
験
談
が
中

心
と
な

っ
て
、
話
題
が
展
開
す
る
。
ま
ず
、
失

わ
れ
た
降
魔
大
師
画
像
を
恋
慕
す

る
重
順

の
夢

に
大
師
は

二
度
現
れ
、
「肥
前

国
背
振
山

五
戒

房

の
も
と

に
い
る
の
で
、
迎
え

に
く

る
よ
う
に
。
」
と
述

べ
る
。
重
順

は
、
下
向

の
途
中
、
摂
津

国
冨
田
で
五
戒
房

に
偶
然
出
会

い
、
五
戒

房
も

又
、
大
師

の
夢
告
を
受

け
て
上
京

し
て

い
た

こ
と
を
知

る
。

そ

こ
で
共
に
帰
山
し
、
降
魔

大
師
画
像
を
安
置
す
る

こ
と
に
な
る
。
さ

て
、

こ
の

話
題

で
注
意
さ

れ
る

の
は
、
重
順
や

五
戒
房

の
夢

に
、
良
源
自
身

で
は
な
く
、
画
像
と

し
て
描
か
れ
た
降
魔
大
師

が
現
れ
、
帰
山
を
訴
え
た
と

い
う
点

で
あ
る
。
画
像
が
意
志
を
持

っ
て
夢
告

し
、
自
ら

の
意
志
を
遂
げ

る
と

い
う
点

に
、
本

話
題

の
面
白
さ
が
あ

る
。

又
、
⑤
に
お

い
て
も
、

大
師

の
画
像
は
夢
告
に
よ

っ
て

「竹
林
院

へ
は
行
か
な

い
」
と

い
う
自

ら

の
意
志
を
示
し
、
結
果
、
竹
林
院

へ
は
巡
回
し
な
く
な

っ
た
、
と
あ

る
。

本
話
題

の
よ
う
に
、
画
像
や
仏
像
が
意
志

を
持
ち
、
現
実

の
人
間
に
指
示
を
与
え
、
自
ら

の
意
志
を
遂
げ
る
と

い
う
説
話

の
話
型

は
、
他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ 
 

の
縁
起

(善
光
寺

の
略
縁
起
等
)

に
も
見
え
る
。

 
以
上
、
『
降
魔
大
師
縁
起
』
に

っ
い
て
概
略
を
述

べ
た
。
今
回
は
触
れ

て
い
な

い
が
、
内
容
に
か
か
わ
る
も

の
と
し
て
、
降
魔
大
師

画
像
が

一

時
安
置
さ
れ

て
い
た
背
振
山

の
信
仰

に
注

目
し

て
い
る
。
江
戸
期

の
地
誌

で
あ
る

『
肥
前
古
跡
縁
起
』
(大

木
英
鉄
著
、
寛
政
五
年
、

一
六
六
五

成
立
)
巻
上

「
背
振
山
」

の
項

に
は
、
背
振
山
に
、
伝
教
大
師
制
作

の
薬
師
仏
が
安

置
さ
れ

て
お
り
、

弘
法

・
智
証

・
慈
覚
だ
け

で
な
く
、
慈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ 
り

恵
大
師
が
入
唐
求
法
を
祈

り
、
大

願
を
果
た
し
た
、
と
あ
り
興
味
深

い
。

(ち
な

み
に
、
良
源
は
実
際
、
入
唐
求
法

し
て
い
な

い
。
)
背
振

山

の

信
仰

・
伝
説
を
含

め
た
諸
問
題

に

っ
い
て
今
後
考
察
す

る
所
存

で
あ

る
。
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【注

】
引
用
文

の
字
体
は
、
概
ね
通
行

の
も

の
に
改

め
た
。

叡
山
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蔵
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魔
大
師
縁
起
』

翻
刻
と
解
題



引

用

文
中

の
傍

線

・
網
掛

は
、

畑

中
が

付

し
た
。

(
1
)
村
山
修

一

「慈
恵
大
師

の
信
仰
」

(『
古
代
仏
教

の
中
世
的
展
開
』、
法
蔵
館
、

昭
和
五
十

一
、
六
十

一
～
七
十
五
頁
、
※
初
出
、
昭

和
二
十
九
、
『
比

 

叡
山
 
そ

の
歴
史
と
文
化
』
、
星
野
書
店
)

 
 
「現
在
叡
山
に
あ
る

『
降
魔
大
師
縁
起
』
は

一
巻
本
で
、
最
順
已
講
が
発
起
し
、
禿
恵

(発
憲
力
、
畑
中
注
)
大
僧
正
等
を
動
か
し
、
宝
永
三
年

(
一

 

七
〇
六
)
十
月
作
成
し
、
翌
四
年
二
月
三
日
、
座
主
二
品
発
延
親
王
が
揮
毫
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
は
系
統
を
異
に
す
る
絵
巻

で
あ
る
。
」

 

村
山
氏
が

「
こ
れ
」
と
述

べ
ら
れ
た
絵
巻
と
は
、
『
看
聞
御
記
』

に

「法
輪
院
慈
恵
大
師
御
経

三
巻
持
参
青
蓮
院
御
絵
也
、
自
第
四
詞
紛
失
不
被
出
」

 

と
記
さ
れ
る
絵
巻
を
さ
す
。

(2
)
『
国
書
総
目
録
』
に
は

「叡
山

(
一
軸
)
・
明
徳
院
無
動
寺

(
一
冊
)
」
と
あ
る
。

(3
)
A
本
の
29
行
目
と

30
行

目
の
間
に
も
、
約

一
行
分
の
余
白
が
見
え
、
空
白

の
位
置
が

B
本

の
注
記
と
不

一
致
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合

は
当
該

 

箇
所
が
紙
の
継
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
絵

の
挿
入
を
想
定
し
て
の
空
白

で
は
な
く
、
紙
継
ぎ
に
よ
る
余
白
と
考
え
る
。

(4
)
榊
原
悟

「住
吉
具
慶
研
究

ノ
ー
ト
 
延
宝
七
年

『
元
三
大
師
縁
起
絵
』
製
作
を
め
ぐ

っ
て
」

(三
彩
社

『
古
美
術
』
、
七
十
三
号
、
昭
和
六
十
、
二
十

 

九
～
五
十
六
頁
)

(5
)
『
尭
恕
法
親
王
日
記
』

元
禄
四
年
七
月
十
七
日
条

(妙
法
院
史
料
第
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
三
、

㎜
五
八
～

}
六
〇
頁
)

(6
)
『
江
戸
名
所
図
会
』

(日
本
風
俗
名
所
図
会
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
五
、
四
二
〇
頁
)

(7
)
中
野
猛
編

『
略
縁
起
集
成
』
第

一
巻

(勉
誠
社
、
平
成
七
、
八
十
五
～
九
十

一
頁
)

(8
)
『
肥
前
古
跡
縁
起
』

(肥
前
叢
書
第

一
巻
、
昭
和
四
十
八
、
青
潮
社
、
三
九
六
頁
)
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五
、
翻
刻

・
対
校

O

A
本
を
底
本
と
し
、
A
本
に

つ
い
て
は
、
仮
名
遣

い
や
改
行

は
元

の
ま
ま
と
し
、
行
番
号
を
五
行
毎

に
付

し
た
。

○
私
に
句
読
点

及
び
会
話
等
を
示
す

「

」
『
 
』

を
施

し
、
字
体
は
概
ね
通
行

の
も
の
に
改

め
た
。

○
当
該
箇
所

に
文
字
が
無

い
場
合

は
、

「
・
」

で
示
し
た
。

O

A
本

に
お

い
て
、

一
行
空
白
が
あ
る
場
合

に
は

〈
一
行
空
白
〉

と
し
、

B
本

に
記
述
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ

の
旨
を

下
に
注
記
し
た
。

○
校
異

に

つ
い
て
は
、
異
な
る
本
文
に
傍
線
を
付

し
、

(
B

「～
」
)
と

し
て
、
本
文

の
右

に
示
し
た
。

○
誤
字
か
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
傍
点
を
付

し
、
下
段
に
※
と
し

て
注
記

し
た
。

○
誤
読

の
可
能
性
が
あ
り
、
今
後

の
補

訂
を
期

し
た

い
。

降
魔
大
師
縁
起

 

 

 
 

 
 

 

 
(B

「の
」
ナ
シ
)

延

暦
寺

東

塔

院
北

谷

の
降
魔

大
師

は
、
慈

恵

の
尊
像

也
。

そ

の
か

み
、

大
師

ミ

つ

か
ら
此
像
を
え
か
き
た
ま
ふ
折

ふ
し
、

叡
山
文
庫
蔵

『降
魔
大
師
縁
起
』

翻
刻
と
解
題

5

阿

閣

梨

公

か

た

は【.一.B

ら 一

に 懸 わ

お)
ノ、

し

ま
し

{

 

「降
魔

の
毛
を
あ
そ
は
さ
れ
さ

る
や

」
と

の
た
ま

ひ
し
時
、
大
師

か
さ
ね

て
御
筆

を
と
ら
せ
た
ま
ふ
と
ひ
と

し
く
、
御
絵
像
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よ
り
自
然

に

一
寸
あ
ま
り

の
眉
毛

10
出
生
せ
り
。

こ
の
ゆ

へ
に
降
魔
大
師

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緯

三
」)

 

と
て
、
今

に
い
た
り

て
崇
奉

し
、
房

》

 

月
く

に
め
く
ら
し
て
、

巡
次

に

 

執

事

し
、
朝

暮

の
勤

行

を

こ

 

た

ら
す

、
恭

敬

供

養

し
た

て
ま

つ
る
。

15
今

の
竹
林

院

、

そ

の
旧
跡

な

り
。

 

〈
一
行

空
白

〉

(B

「此
間
に
絵
あ
り
」)

 

お

ほ

よ
そ

仏
菩

薩

各

」
の
本

願
ま

し

 

ま

す

か

ゆ

ペ
に
、

垂
 

示

現
ま

た

表
裏

 

あ

り
。

樗

厳

院

の
大

師

ハ
、
俗

諦

を

表

20
と

し
、
真

諦

を
裏

と

し

た

ま
ふ

に
よ

り

て
、

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

(B

「花
」)

 

道

俗
群

参

し
、
宝

前

つ
ね

に
繁

鋼

な

り
。

 

北

谷

の
大

師

は
真

諦

を

表

と

し
、
俗

諦

 

を
裏

と

し

た
ま

へ
は
、

学

道

の

こ

、
う

さ

し

 

あ

る
輩

、

こ
と

に
尊

崇

し
た

て
ま

っ
る
。

25
憤

闇

を

い
と

ひ
、

閑

静

を

こ

の
み
た

ま

ふ

 

に
よ

り
、

論
議

決

択

の
外

ハ
、

踊
経

諦

呪

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
(B
「い
た
す
」
ハ
小
字
ニ
テ
「音
」ト
「に
」ノ
間
二
書
入
)

 

に
い
た
る
ま
て
、
微
音

に
翁

こ
と
な
り
と
そ
。

 

(
B

「
此

間

に

絵
あ

り

」
)
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元
亀

二
年

の
ミ

た
れ

に
山
門

滅

亡

 
 

 
 
 

 
 

(B

「も
」)

30

し
、

堂
舎

仏

閣
↓

こ
と
く

く

灰
儘

と

な

り
、

 

博
覧

高

達

の
老

宿
、

辺
鄙

に
流

浪

 

せ

し

か

は
、

四

教

五
時

の
花

も
ち

り
、

三
諦

 

即

是

の
月
も

く

も

れ

り
。

す

へ
て

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

(B

「の
」
ナ
シ
)

 

一
山

の
仏
像

、

経

巻

、
宗

門

累

代

の

35
記

録

、

諸

国

に
散

失

し

て
、

 

お

ほ
く

田
舎

の
宝

と

そ
な

り

 

け

る
。

 
 
〈
一
行

空
白

〉

(B

「此
間
絵
あ
り
」)

 
そ
れ

よ
り
後

、

次

第

に
あ

れ

は

て

㌧
、

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

(B

「
念
)

40
山
住

の
僧
侶

も
な

く
、

振

鈴

の
音

た
刻

て
、

南

無

と

}
な

ふ

る
人

も

な

く
、

谷

」

の
講

演

 
 
 

 
 

 
 
(B

「と
じ

摩

滅

し

て
、

も

・
の
行

法

も
怠
転

す

。

修

学

の
窓

を

と

ち

て
、

坐
禅

の
床

を

 
む
な

し
く

せ
り
。

重

門

四
廊

礎

而

已

45
を

の

こ
し

て
、

さ
な

か

ら
鹿

の
ふ

し
と

 
(B

hと
」
ナ
シ
)

 
と

そ
成

け

る
。

 
〈
一
行

空
白

〉

(B

「
此
間
絵
あ
り
b

 
後

十

二
年

を

へ
て
、

慈

光

院

重
順

と
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叡
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い
ふ
人

帰

山

し
、

日
吉

三
宮

社

神

輿

50
な

ら

ひ
に

山
上

妙

見
堂

、

竹
林

院

、

不
動
院

、

 

慈

光

院

の
房
跡

な

と

を
起

立

せ
し

か

 

と
も

、

大

師

の
御
在

所

し
れ

か

た

く
、

恋

慕

 

や

む
と

き

な

し
。

こ

㌧
に
或

夜

夢

中

に

大
師

つ
け

た

ま

は
く

「
わ
れ

今

九

州

 
 

(B

「の
」
ナ
シ
)

55
肥
前

刎

国

背
振

山

五
戒

房

と

い
ふ

僧

の

 

も

と

に

あ

り
。

い
そ
き

む

か

へ
た

て
ま

つ
る

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

(B

「な
」)

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

めト

 

へ
し
。
」

と
。

重

順
奇

異

の
お
も

ひ
↓

を

な

し
、

 

下
向

の
企

を

な

し

》
か

と

も
、

時

縁

に

 
さ

へ
ら

れ

、

因

循

し

て

月

日
を

く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B

「
の
」)

60

り

け

る

ほ

と

に

、

又

あ

る

・
-

夜

の
夢

に

 

 

 

 

 

 

 

 

(B

「に
か
」
ハ
小
字
ニ
テ
注
記
)

 

「何

と
て
を
そ
き
銅

は
や
く
迎

へ
し
。
」

 
と

の
給

へ
り
。

い
よ
く

奇
特

の
思

 

を
な

し
、

す
な

ハ
ち

肥
前

の
国

へ
そ

 
下

向

し

け

る
。

65

〈
一
行

空

白

〉

(B

「此
間
に
絵
あ
り
」)

 

 
 

 
助

 

 

(B

「賀
」)

 

冥
助

に
や
有

け

む
。

く

た
り

け

る
道

摂

津

 

の
国

冨

田

の
辺

に

て
、

あ

や

し

の
小
家

の

 

有

し

に
、
な

に
と

な

く

入
や

す

ら

ひ
た
き

心
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い

て
き

て

立

よ

り

け

る

に

、

遠

国

よ

り

 

 

 

 

 

 

(B

「
へ
」)

70

き

た

る

と

み

刻

て

そ

、

僧

一
人

や

す

み

ゐ

た

り
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B

「
へ
」
)

 

此
僧
、
重
順

に
む
か
斜

い
ひ
け
る

ハ

「御

辺

 

は

京

都

よ

り

く

た

ら

れ

し

と

み

え

た

り

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B

「
つ
」)

 

山

門

再

興

あ

る

よ

し

、

い

か

㌧

お

は

し

ま

引

や

。
」

と

 

(B

「
」
」)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(
B

「
こ
」)

と
び

け

れ

ハ
、

重

順

「
ま
↓

と

に

再

興

と

は

あ

れ

と

も

、

75
い
ま

た

は

か
く

し
く

も
さ

ふ
ら

ハ
す
。

御

房

ハ

 

山

門

へ
の

こ

㌧
う

さ

し

に

て

の

ほ

ら

る

》
や

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
つね

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
B

「尋
」)

 

い

っ
れ

の
国

、

い

っ
れ

の
寺

の
人

そ

。
」

と

尋

し

に

、

 

此

僧

、

肥

前

国

よ

り

の

ほ

る

よ

し

こ

た

へ
け

れ

ハ
、

 
あ

や

し
く

思

ひ

「も

し
、

背

振

山

の
五
戒

房

80
な

と

に

て

ハ
ま

し

ま
さ

す

や

。
」

と

㌻
ひ
け
れ

ハ

「
い
か

に
も

我

は

五
戒

房

な

り
。
」

と

こ
た

へ
け

り
。

重
順

か
さ

ね

 
て

「我

は
本

山

北

谷

の
慈

光

院

と

い
ふ
僧

な

り

し

か
、

し
か

く

の
告

あ

り

て
、
大

師

の
像

を

迎

に

ま

い
る
な

り
。
」

と

い
ひ
け

れ

ハ
、

此
僧

手
を

85
う

ち

て

「今

わ

か

お

ひ
た

て
ま

っ
る
と

こ
ろ

の

 

一
軸

、

す

な

ハ
ち
大

師

の
尊

像

な

り
。

わ

れ

京

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
(B

「り
」)

都

巡

礼

の
時

、

京
極

通

・
の
書

緯

に

し

て
、

 
は

か

ら
さ

る

に
此
尊

像

を
も

と

め
得

た

り
。
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叡
山
文
庫
蔵

『降
魔
大
師
縁
起
』

翻
刻
と
解
題



 

 

 

 

 

 

 

(B

「へ
」)

 
う

れ

し
く

お
も
訓

、

本

国

に

下
向

し

て
小

堂

90
を

い
と
な

み
、
安

置

し
た

て
ま

つ
り

、
年

月

を

 

経

に

き

た

る

と

こ
ろ

に
、

或
夜

の
夢

に

『
我

は

 

も

と

本

山

北

谷

の
め

く

り
大

師

な

り
。
今

 

再

興

あ

り
。

は

や
く

を

く

り
か

へ
す

 

 

 

 

 

 

 
つけ

 

 

 

 

 

(B

「告
」)

 

へ
し
。
』

と

告

た
ま

ふ
。

こ
れ

に
よ

り

て
、

た

』

い
ま

95
本

山

へ
も

り
ま

い
る
な

り
。
」

と

そ

か
た

り

け

る
。

 

山
上

に

て
重

順
夢

み

し
と
、

月

日
符
合

 

せ

し
か

は
、

そ

の
よ

し
を

か
た

り

、

た

か

ひ
に

 

感

涙

を

な

か

し
、

う

ち

つ
れ

て
か

へ
り

ぬ
。

坂
本
に

一
宿

し
、
翌
日
不
動
院

へ
遷

む0
座
し
、
そ
れ
よ

り
次
第

に
房
舎

造
立

1 

あ

り

し

か

は
、

も

と

の

こ

と

く

巡

次

に

 

め

く

ら

し

た

て

ま

っ
る

。

 

〈
一
行

空

白

〉

(B

「此
間
に
絵
あ
り
」)

或

時

、

竹

林

院

に

て

児

と

も

あ

つ
ま

り

て
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B

「て
」
小
字
ニ
テ
注
記
)

 
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0

手

ま

さ

く

り

の

つ
ゐ

て

に

、

御

眉

毛

を

払

ひ

ー 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
(B

「て
」
ナ
シ
)

 

お
と

せ

り
。

執

事

の
僧

お

と
ろ

き

て
制

し

 

つ
れ

と

も
、

す

へ
き

や
う

な

く

し

て
、

御

眉
毛

を

 

と

り

、

ふ

か

く
絨

し
、

御
絵

像

箱

の
中

に
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お
さ

め

を

き
け

り
。

元
和

の
比

ま

て
あ

り

10
け

る

か
、

い

つ
の
ほ
と
に

か
紛

失

し

て
け

り

。

1 

等

覚

無

垢

の
位

ま

て
も
、

往

因

た

か

は

 

さ

る

い

ハ
れ
な

れ

ハ
、
此

児

、

往
昔

の
因

縁

 

や

あ

り
け

ん
、

こ
れ
を

お
と

し
た

て
ま

っ
る

 

こ
と
、

随

機

示
現

出

没
動

静
、

凡
情

を

 1
も

て
は

か

り
し

る

へ
か
ら

す
。

こ
れ

よ

り

1 

夢

の
告

あ

り

て
、
竹

林

院

へ
の
ミ
今

 

に

め
く

り

た
ま

ハ
さ

る
と
な

り
。

 

〈
一
行

空
白

〉

(B

「此
間
に
絵
あ
り
」)

 

叡
山
文
庫
蔵

『
降
魔
大
師
縁
起
』

翻
刻
と
解
題

 

 

(B

「住
吉
法
眼
具
慶
末
弟
 
長
谷
川
常
貞
図
」)

 

●    ●    ●    ●    ●    ●    ■    ●    ●    ●    ●    ●    O    ●

む2

右

縁

起

の

趣

ハ
、

先

達

の

か

た

り

伝

へ

ー 

し

と

て

、

最

順

巳

講

口

説

也

。

最

順

 

は

、

重

順

直

弟

俗

姓

の

甥

に

て

、

平

生

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B

「は
」)

 

そ

の

言

談

に

熟

せ

り

。

重

順

ハ
、

江

州

蒲

生

郡

古

川

村

木

村

氏

某

云

々

。

今

年

 2

冬

十

月

、

最

珍

法

印

勧

発

に

よ

り

、

1 

鄙

語

を

っ

墨

り

一
巻

と

な

す

。

尭

憲

 

は

し

め

竹

林

院

兼

帯

住

職

三

十

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B

「今
})

 

年

に

お

よ

へ
り

。

芳

縁

く

ち

す

、

今

此
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挙

に
あ

つ
か

る
。

願

は

く

ハ
、

此
功

に

30

こ
た

へ
て
、
慈

恵

鋳

潤

冥
顕

の
 

 

※

「饒
」
ノ
誤
字
力
。

1 

 

 

 
(B

「預
し
」)

 

利
益

に
預
ら

ん
事

を
。

穴

賢
。

 

宝

永

三
年

十
月
。

 

前
大

僧

正
尭

憲

。

降
魔
大
師
縁
起

一
巻
、
依

 3
衆
望
満
禿
毫
畢
。

1 

宝

永

四
年

二
月

三

日
。

 

 

 

 

 

 

 
(B

「判
」
ナ
シ
)

 

天
台

座

主

二
品
判

親

王
書

。
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付
記
 
本
稿
を
記
す

に
あ
た
り
、
叡
山
文
庫
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

記
し
て
深
謝
中

し
上
げ
ま
す
。

(京
都
女
子
大
学
大
学
院
研
修
者
)


